
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

テーマ   『子どもとおとな、であい・ふれあい・学びあい』 

重点課題  『だれにでも  心をこめた  愛ことば』 

 夏休みに中島地区、西阿知地区それぞれの栄養

改善協議会の方々を講師に、親子料理教室を開催

しました。 

 メニューは、大人も子どもも喜ぶ、韓国のり巻

きと、牛肉とわかめのスープ、デザートはフルー

ツたっぷりの牛乳かんてんでした。 

 同じ地域の方同士で料理を作る事によって、普

段関わる事のない方たちとのふれあいにもなりま

した。 

料理教室が始まる前に、人権擁護委員さんから、人権の話

をしていただきました。普段私たちが何気なく言っている

「いただきます」の意味は、肉や魚、米、野菜の「命」を

いただき、「私たちの為に命をいただき、ありがとうござい

ます」と言う意味が込められているというお話でした。 

推進委員から「研修での学習内容を持ち帰って、

皆さんに広める場が欲しい」という要望もあり、本

年度初めて「ふれあい人権発表会」を西阿知公民館

で開催しました。 

・3学区合同研修視察に参加して 

・第 65回全国人権・同和教育研究大会に参加して  

・人権擁護委員の活動状況について 

・第 3回人権学習推進委員交流会に参加して 

・中学生の作文 「すべてのことに感謝」 

発表内容 

 


